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はじめに

現在、子どもの成長・発達を取り巻く社会、そして自然環境は急速に変化している。特に、わ

が国では里山など、かつての豊かな自然環境が失われつつある。一方、幼保一体化が目前に迫る

中で、わが国の保育は、人間としての基盤を培うという役割と小学校就学の準備教育という嬢小

化された役割の間でせめぎ合っている。そのような混乱の中、保育現場では、十分な検証をなさ

ないまま読み書き・英語などの早期教育を取り入れるという実態が進行している。そして、それ

らに伴うようにして、子どもの生活の質、とりわけ遊びの質が変化し、子どもの心とからだの成

長・発達に様々な影響を及ぼし始めている。また、それに対する危機感から、人間としての基盤

を培うことを重視し、意識的に自然を活用した保育（以下、自然保育）を積極的に展開している

園（施設）も存在する。

そもそも、保育において自然が重要であるということは、自明のことのようである。その証左

として、「保育所保育指針｣、「幼稚園教育要領」ではともに、乳幼児期に自然とかかわることの重

要性を躯っている。また、16世紀に活躍した教育思想家J.J.ルソー、17世紀に活躍した経済学

者として著名な‘思想家Eエンゲルスなど、近代の思想家たちによっても、すでに人間の発達にお

ける自然の意義は指摘されてきた。しかし､上記の通り現在では、自然破壊が進行するとともに、

自然を活用した保育の意義が見失われていく実態が進行している。そこで、自然保育の現代的意

義を問い直すことが必要であると考える。

本研究の目的は、自然保育が子どもの心とからだの育ちに及ぼす影響を探るため、自然保育の

実践を分析・検討し、その有効性を再確認することである。そのために、何十年と自然保育の実

践を蓄積してきたが、その成果に未整理の部分がある幼稚I刺・保育所・障害児施設を研究対象と

して協力を仰ぎ、その自然保育実践を整理・分析し、理論化していく作業に取り組んでいる。

本稿は、その一部を報告するものであり、知的障害児施設であるC施設の“どろんこあそび”
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